　「How Orsinium Passed to the Orcs」

　「如何にしてOrsiniumはOrcに譲渡されたのか」

　著者：Menyna Gsost
　時は第３時代３９９年、MeneviaとWayrestの地の間に広がる広大なる土地を一望できる山腹に立っていたのは、法に厳格にして公正なる、調停者であり執政官である、ある偉大なる熟練した判事であった。
　「貴方は、あの土地が自分のものであると強弁している訳ですね」判事は言った。「それに関して、偽りを述べる積もりは在りませんが。しかし、貴方の競争相手も同様の主張を行っているのですよ。こういうことが、時折、この私の仕事を難しくするものでしてね」
　「あれを、私の競争相手と呼ぶとはな」そのOrcに指を突き付けながら、Bowyn公は冷笑を浮かべる。そのGortwog gro-Nagormと呼ばれる生物は、悪意に満ちた瞳でもって彼を見あげた。
　「件の土地の所有に関して、彼は幾つもの証拠書類を提出していましてね」執政官は肩を竦めてみせる。「それに、我が国に固有の諸法は、特定の種族に於いて差別を与えるものではありません。かつて、幾世代もの以前には、我々はBosmerの摂政を戴いていた位ですから」

　「だが、豚だの殺人魚だのが財産を求めていると分かったら、どうだろうかね？　その連中は、私と同様の法的権利を持っているだろうかね？」

　「もしも相応しい書類を有しているならば、そのように私は考えます」判事は微笑を浮かべる。「もしも財産に関して同等の権利を有する２人の原告が膠着に陥ってしまうならば、両者は決闘を行わなければならない。法によれば、これは極めて明白です。その規定は、今となっては、かなり古風でありますが、それについて調べてみたところ、まだ合法であると私は考えます。帝国議会も同意見です」

　「俺たちは何をしなくてはならんのだね？」荒々しい低い声音でもって、Cyrodiilの言葉に不慣れの、そのOrcは尋ねた。
　「第１の原告、つまりGortwog公、貴方は決闘者の鎧と武器を選択できます。第２の原告、つまりBowyn公、貴方は場所を選択できます。希望に応じて、貴方たち自身が決闘することも、あるいは、戦闘士を選択することも可能です」

　そのBreton とOrcは互いを見合って品定めした。ついに、Gortwogは言った。「鎧はOrc製のものを、武器は在りふれた鋼鉄製の長剣にしよう。エンチャントの掛かっていない奴だ。魔法は駄目だ」
　「闘技場は、私の従兄弟のBerylth公の、Wayrestに在る宮殿の中庭にしよう」侮蔑の色を浮かべた瞳でもってGortwogを見やりながら、Bowynは言った。「お前の仲間の立ち会いは、誰も許さんからな」
　そのように合意は為された。Gortwogは、自分が決闘に参加する積もりであると宣言した。そして、かなり若くて常人よりも体格の優れているBowynは、同じく自分も決闘に参加すること無しには名誉を保てないだろうと感じた。それでも、決闘の予定されている１週間前、従兄弟の宮殿を訪れた際には、彼はトレーニングの必要性を覚えた。一揃いのOrc製の鎧を買い求めてみたのだが、そのような、途方も無く重くて身動きの制限されるようなものを、彼は生まれて初めて着ることになったのである。

　BowynとBerylthは中庭にてスパーリングを行った。１０分も経たない内に、それをBowynは取り止めにしなければならなかった。その鎧を着けたまま動こうとしたことで、彼は顔を赤らめて息を切らしたのだ。更に悪いことには、彼は従兄弟に対して一太刀も浴びせられず、幾ダースものフェイント攻撃によって切り込まれたのである。
　「どうしたら良いものか、私には分からない」夕食の席にてBowynは言った。「たとえ、あの嫌らしい鋼鉄の中で相応しく戦える者を知っているとしても、その戦闘士をGortwogと戦わせるために招くなんていうことは、私には決して出来ないことだよ」
Berylthは同情を覚えた。召使たちが皿を片付けていると、Bowynは席から立ち上がって、その彼らの中の１人を指さした。「お前の家にOrcが居るとは、そんなことは聞いていなかったぞ！」
　「旦那さま？」その老いた男は、Berylth公の方を向いてボソボソと言ってみせる。明らかに、彼は幾らか気分を害しているようであった。
　「〈Tunner爺さん〉〔Old Tunner〕のことかい？」Berylthは笑ってみせる。「彼は、もう何年も私の家で働いているよ。どうやってOrc製の鎧を着込んで動けば良いのか、その訓練を彼に付けて貰ったら、どうだろうかね？」
　「私が、で御座いますか？」卑屈そうにTunnerは返した。

　Berylthは今でこそ知っているのだが、その召使は、かつて、伝説の〈High Rockの呪わしき軍団〉〔Cursed Legion of High Rock〕の一員であったのである。彼は、Orc製の鎧を着けたままの戦闘方法を知っているのみならず、家内仕事のために引退する前には、他のOrcたちに対して教官として振る舞っていた。必死になっているBowynは、すぐさま、彼を専任の教官として雇い入れた。
　「この試みは、たいへん厳しいものになりますよ、旦那さま」初日、闘技場にて、そのOrcは言った。「重鎧を着込んでいると、体が棒みたいになってしまいがちです。繋ぎ目は、ちょうど、少しばかりの力でもって体を曲げられるようになっています。その繋ぎ目に逆らってしまうと、敵に対して少しも力を発揮できなくなってしまうのです」

　BowynはTunnerの教えに従おうとするのだが、すぐに苛立ちを覚えてきた。そして、苛立ちが増せば増すほど身動きするのは困難になって、そうして一層はやく彼は疲れ果ててしまった。彼が水を飲んで休憩を摂っていると、Berylthが彼の召使に話しかけてきた。もしも２人がBowynの勝機に楽観的であるとしても、それを表情に出すようなことは無かった。

　次の２日間、TunnerはBowynに厳しい訓練を施したけれど、ちょうどBowynの奥方であるElysoraの誕生日が迫ってきたので、その〔Elysoraの誕生日の〕祝宴を彼は大いに楽しんだ。第１の料理は、ポピーとガチョウの脂肪から作られた酒、バターで炒められたヒソップ〔ハッカの一種〕の添えられた雄鶏のtinsh。第２の料理は、あぶられたカワカマス〔魚の一種〕、combwort、ウサギの肉団子。メイン・ディッシュは、スライスされた狐の舌、カキの肉汁ソースに浸されたballomのプディング、battaglirの葉と豆。デザートは、collequivaのシャーベット、砂糖の塗されたフリッター〔果物・肉などの衣揚げ〕。その後で、宴席を後にしようとしたところで、Bowynは、その疲れた眼〔まなこ〕でもって、Gortwogと判事が部屋に入っていくのを不意に目にした。
　「ここで、何をしているのだね？」彼は声を荒げた。「決闘には、まだ２日あるのだが！」

　「それを今夜に移すように、Gortwog公から求められたのです」判事は答えた。「２日前、私の派遣した使者が訪れた際には、貴方は訓練に励んで居られました。しかし、閣下、日時の変更を了承するように、貴方の従兄弟は代弁してくれましたよ」

　「だが、こちらのサポーターを集める時間が無いぞ」Bowynは不満を漏らす。「それに、そこの取るに足らない奴を葬ってやりたいのは山々だがね、ちょうど宴席でタラフク腹に収めてきたところなのだよ。Berylth、どうして、このことを黙っていたのだ？」
　「それについては、Tunnerに話しておいたよ」人を騙すのには慣れていなくて、顔を赤らめながらBerylthは答えた。「食事の後だからベスト・コンディションだろうって、私達は考えたのさ」
　その闘技場での戦いに立ち会う者の姿は疎らであった。食事を腹いっぱいに収めたBowynは、自分が、まったくもって身軽には動けないことに気づいた。驚いたことに、その鎧はBowynの眠気に呼応して、よろめくのに合わせて、滑らかに優雅とも言えるほどに彼を振り回した。うまく操ろうとすればするほど、防御と攻撃の動作を取ろうとしても、心は急くばかりで身は付いていかなかった。Orc製の兜ごしに見えるものが何であるのか、それを生まれて初めてBowynは知った。
　もちろん彼は敗北を喫したし、切傷を数えるならば、かなりの劣勢であった。その戦いの主導権はGortwogが握っていた。しかし、判事が渋々ながら勝者の名を呼ばわるまで、３時間以上、Bowynは戦い続けた。
　「父祖の故国の名を取って、あの地をOrsiniumと名づけたい」勝者は言った。
　まずBowynの考えたことは、「Orcに負けねばならないのならば、この戦いが、ほとんど友人や家族に見られていなかったのは最上というものだな」ということであった。その晩の早くから切望していた、そのベッドに向かおうと中庭を立ち去る際に、GortwogがTunnerに話しかけているのを彼は目に留めた。言葉は分からないものの、その２人が知り合いであることは分かった。そのBretonは床に入ると、あの老いたOrcを自分のところに寄こすように召使に命じた。

「Tunner」彼は寛大に言った。「率直に話してくれ。お前は、Gortwog公に勝って欲しかったか？」

「本当のところ、そうで御座います」Tunnerは答えた。「しかし、旦那さまに落第点を付けるようなことは致しませんでした。２日後に戦ったとしても、それよりも健闘なさいましたからね、旦那さま。王が戦うこと無しにOrsiniumを勝ち得ることは、それこそ私は望んでいませんでした」
